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織
田
信
長（
一
五
三
四
〜
八
二
）、豊
臣

秀
吉
（
一
五
三
七
〜
九
八
）、
徳
川
家
康

（
一
五
四
二
〜
一
六
一
六
）は
、そ
の
個キ

ャ
ラ
ク
タ
ー性

を
示
す
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
句
と
し
て
、「
殺

し
て
し
ま
へ
」（
信
長
）、「
な
か
し
て
見

せ
ふ
」（
秀
吉
）、「
鳴
ま
で
待
よ
」（
家
康
）

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
康
は
、
鳴
く
ま

で
待
つ
と
い
う
我
慢
強
さ
が
詠
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
織
田
が
つ
き
、
羽
柴
が

こ
ね
し
天
下
餅
、
す
わ
り
し
ま
ま
に
食
う

は
徳
川
」
と
い
う
歌
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
信
長
と
秀
吉
が
苦
労
し
て
つ
く
っ

た
成
果
を
、
家
康
が
苦
労
せ
ず
手
に
入
れ

た
と
の
老ろ

う

獪か
い

さ
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
ら
は
リ
レ
ー
を

す
る
よ
う
に
、
戦
国
時
代
に
幕
を
下
ろ
し
、

春
を
告
げ
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
鳴
か
せ
、「
平

和
」（
天
下
太
平
）
の
餅
を
つ
き
あ
げ
た

の
で
す
。
た
だ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞

き
、
餅
を
食
べ
た
の
は
、
家
康
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
の
人
々
も
ま

た
、「
平
和
」
の
恩
恵
を
受
け
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
日
本
は
二
五
〇
年
以
上
の

間
、
内
戦
や
対
外
戦
争
が
ほ
と
ん
ど
な
い
、

世
界
史
上
稀け

有う

な
長
期
の
「
平
和
」
を
実

現
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
が
、
一
〇
〇
年

以
上
に
及
ぶ
戦
国
時
代
を
克
服
し
て
成
立

し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
意
義
は
重

要
で
す
。
人
を
殺
せ
ば
殺
す
ほ
ど
、
人
の

土
地
を
奪
え
ば
奪
う
ほ
ど
英ヒ

ー
ロ
ー雄

に
な
る
時

代
か
ら
、
人
を
殺
せ
ば
、
あ
る
い
は
土
地

を
奪
え
ば
犯
罪
と
さ
れ
罰
せ
ら
れ
る
時
代

へ
と
大
き
く
転
換
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
転
換
の
基
礎
に
は
、
武
器
を
自
由
に

所
有
・
使
用
し
、
武
力
で
問
題
を
解
決
し

た
り
、
古
代
以
来
、
神
仏
を
頼
り
呪
術
的

に
正
否
を
決
し
た
り
す
る
社
会
か
ら
、
兵

農
分
離
に
よ
り
武
器
の
所
有
・
使
用
を
限

定
し
つ
つ
、
法
に
も
と
づ
く
裁
判
に
よ
り

正
否
が
決
ま
る
社
会
へ
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
国
家
的
に
武
器
所
有
を
認
め
ら
れ

た
武
士
た
ち
も
、
自
ら
の
判
断
で
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
は
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
ま
し

た
。
家
康
の
天
下
統
一
に
よ
り
、
列
島
規

模
で
「
平
和
」
が
到
来
し
た
の
で
す
。

　

家
康
は
、
対
外
関
係
も
整
備
し
ま
し
た
。

そ
の
中
心
は
、
朝
鮮
と
の
国
交
回
復
で
す
。

文
禄
元
年
〜
慶
長
三
年（
一
五
九
二
〜
九
八
）

に
、
豊
臣
秀
吉
が
二
度
に
わ
た
り
朝
鮮
を

侵
略
し
、
来
援
の
中
国
軍
も
交
え
た
大
戦

争
で
朝
鮮
社
会
に
多
大
な
被
害
を
与
え
、

日
本
と
朝
鮮
は
国
交
断
絶
状
態
に
あ
り
ま

し
た
。し
か
し
、家
康
は
対
馬
藩
の
協
力
を

得
て
、
慶
長
一
二
年
に
朝
鮮
か
ら
使
節
を

迎
え
、
侵
略
の
際
に
日
本
に
連
行
し
た
朝

鮮
人
た
ち
を
帰
国
さ
せ
、
同
一
四
年
に
は

両
国
の
友
好
関
係
を
約
す
己き

酉ゆ
う

約
定
（
通

商
修
好
条
約
）を
締
結
し
ま
し
た
。こ
の
の

ち
の
寛
永
一
三
年（
一
六
三
六
）か
ら
文
化

八
年（
一
八
一
一
）ま
で
九
回
の
通
信
使
が

来
日
し
、
学
問
・
文
化
の
交
流
を
行
い
ま

す
。
家
康
に
よ
り
日
朝
関
係
は
回
復
し
た

の
で
す
。
家
康
に
始
ま
る
江
戸
幕
府
は
、

中
国
や
オ
ラ
ン
ダ
と
も
交
易
関
係
を
結
び
、

国
際
関
係
を
安
定
化
さ
せ
ま
し
た
。
家
康

は
、
国
内
関
係
・
対
外
関
係
両
面
に
お
い

て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
家
康
は
こ
れ
ら
「
平
和
」
の

拠
点
と
し
て
、
江
戸
に
首
都
を
建
設
し
ま

し
た
。
古
代
以
来
、
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
、

大
坂
な
ど
、
日
本
の
首
都
は
畿
内
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
（
鎌
倉
時
代
は
、
武
士
が

全
国
的
に
軍
事
・
警
察
部
門
を
管
理
し
つ

つ
も
、
政
治
の
中
心
は
京
都
に
置
か
れ
ま

し
た
）。
家
康
は
、
こ
う
し
た
畿
内
中
心

の
政
治
制
度
を
大
き
く
変
更
し
、
当
時
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
江
戸
に
首
都
を
構
え
た
の

で
す
。
こ
の
の
ち
江
戸
を
中
心
に
展
開
す

る
長
期
の
「
平
和
」
は
、
今
日
「
和
風
」

「
日
本
風
」
と
よ
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
・
シ
ス
テ
ム
・
文
化
・
習
慣
を
形
成
し
、

明
治
以
降
の
西
洋
化
・
近
代
化
に
先
行
す

る
日
本
型
の
文
明
社
会
を
築
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
環
境
・
格
差
・
戦
争
な
ど
、
地

球
規
模
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
噴
出
し
激

化
す
る
中
で
、
Ｅ
Ｄ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の

シ
ス
テ
ム
や
文
化
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
康
の
遺
産
は
、
地
球
の
未

来
へ
の
手
が
か
り
と
し
て
重
要
な
意
義
を

有
し
て
い
る
の
で
す
。
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